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１ 事業名 

令和元年度県内企業の経営実態調査 
 
２ 事業内容 
  県内企業の経営状態等について、アンケートによる実態調査を行う。 
 
（１）対象 

和歌山県内企業（製造業を中心とした全業種）３，０００社 
   各業種における実態把握を目的とすることから、業種毎に一定数の回収数を確保で

きるよう調査票を配布する。対象業種については下表参照 

 
（２）調査内容等 
   次の内容をアンケート調査し、業種毎、地域毎、資本金毎及び従業員数毎に分類で

きるよう電子データとして整理した資料を作成すること。 
 
①企業の基本情報 
資本金、従業員数・直近決算期の売上高、営業利益、当期純利益 等 
※ 各項目の前年度調査からの変化についても把握すること。 

 
②経営状況 

   企業業績見通しの状況、価格転嫁状況、利益還元の取組状況、人事労務、消費増税

の影響、設備投資 等 
 
③今後の経営に関する現状の取組と方向性 
 
④その他必要な事項 
 

（３）業務委託内容 

大分類 中分類 大分類 中分類

総合工事業 衣料品小売業

職別工事業 飲食料品小売業
設備工事業 生活・文化用品小売業
食料品製造業 自動車小売業
繊維製品製造業 燃料小売業
木材・木工製品製造業 機械器具小売業
化学製品製造業 不動産業
鉄鋼・金属製品製造業 運輸業
機械・機械部品製造業 旅館・ホテル業
飲食料品卸売業 飲食業
建築材料卸売業 医療・福祉
機械器具卸売業 生活関連サービス業
化学製品卸売業 教養・娯楽サービス業

サービス業

小売業

建設業

製造業

卸売業



  ①調査票等の設計、デザイン及び構成設計 
   ・調査項目については県担当者と事前に打ち合わせを行い決定し、回答率を向上させ

るための調査票のデザイン及び構成についても県担当者と協議し決定する。 
   ・送付用封筒、返信用封筒、依頼状及び督促状についても同様に、回答率を向上させ

るためのデザイン等を県担当者と協議し決定する。 
 
  ②調査票等の印刷、封入、配布及び回収 
   ・①で決定した調査票（A３単色両面１ページ想定）を３，０００部印刷する。 
   ・①で決定した調査票配布先企業あてに、依頼状（A４単色片面１ページ想定）、送

付用封筒（和歌山県長形３号封筒：和歌山県庁の住所等を印刷済みのウグイス色の

封筒）及び返信用封筒（市販の長形３号封筒（茶色）、料金受取郵便）を各３，０

００部用意し、折込封入して発送する。ただし、送付用封筒及び返信用封筒の各３，

０００部は県から支給するため、封筒には調査タイトルや宛名等の印字のみを行う。 
   ・①で決定した調査票の電子データについては、受託者がウェブページ上に公開する

こととし、調査票配布先企業の電磁的方法（電子メール等）による回答が可となる

ように設計する。 
   ・①で決定した督促状（官製はがき単色両面印刷想定）については、製造業を中心と

して７００部（想定）を印刷及び発送する。 
   ・回収率が概ね３０％（９００部回収）以上となるよう留意してアンケート回収する。 
   ・調査票の発送及び回収に係る通信費は受託者の負担とする。 

 
  ③回収データに係る集計、分析、編集及び報告書作成 
   ・回収した調査票について、集計用入力シートを作成の上、データを入力する。 
    作成した集計用入力シートは電子データを提出する。 

・集計結果及び分析内容が記載された報告書を作成し、簡易製本１０部及び電子デ 
ータを提出する。 

 
  ④回答企業への概要報告書作成および発送 
   ・主な集計結果について記した概要報告書（表紙、目次を除いて２０ページ）を作

成する。 
   ・作成した概要報告書を回答企業数分（最大想定部数：１，２５０部）印刷する。

印刷様式は表紙が上質７０ＫＧ、本文は上質５５ＫＧの黒一色刷。ページ数は表

紙、目次を除いて２０ページとする。 
   ・回答事業者に対して、概要報告書を郵送する。郵送の際は、県から支給する送付

用封筒（和歌山県角形２号封筒：和歌山県庁の住所等を印刷済みのウグイス色の

封筒）に挨拶状（A4 単色片面１ページ想定）・概要報告書を封入する。 
   ・概要報告書の電子データを委託者に提出する。 
 
（４）期日 
  令和２年３月２３日（月）※集計用入力シート及び報告書を提出、概要報告書の発送 
 
（５）その他 
  ①調査票配布先企業の選定にあたっては、統計的に有意となるよう選定を行うこと。 



 
②調査票配布先企業の選定、アンケート調査票、概要報告書の内容については、事前

に県担当者と十分に打合せを行うこと。 


